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論　　文　　の　　要　　旨

＜目　的＞

　洞不全症侯群はぺ一スメーカー植え込み全症例の60％以上を占める重症徐脈性不整脈であり，治療

の適応と選択については電気生理学的検索が不可欠である。洞結節機能評価法としてはoverdrive

suppressi㎝testが最も一般的に用いられ，過駆動停止後の回復心拍に認められる接合部補充心拍の出

現およびアトロピソ投与後の接合部調律の出現の，予後への関与は不明である。本研究では，接合部

補充心拍出現と接合部調律出現の電気生理学的特徴を明らかにし，両者の病態生理学的差異について

検討した。

＜対象と方法〉

　洞不全症侯群79例（男41例，女38例，15～84歳，平均55．2±16．4歳）を対象として，薬剤使用前，

アトロピソ0．04mg／kg静注後，薬理学的自律神経遮断（アトロピソ静注後，さらに，ブロプラノロー

ル0．2mg／kg）（tota1aut㎝omic　blockade以下TABと略す）後の洞周期および薬剤使用前とTAB後

におげる洞結節回復時間を測定した。薬剤使用前におげるoverdrive　s岬pressi㎝testでは接合部補充

心抽出現の有無を，アトロピソ投与後は接合部調律出現の有無を観察した。自律神経の指標として

TABに対する薬剤使用前の洞周期変化率を用いた。さらにTABに対する薬剤使用前の洞周期変化率

とTABに対する薬剤徒用前の洞結節回復時問変化率との相関を求めた。
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＜結　果〉

①　接合部調律出現群は対照群より，薬剤使用前およびアトロピソ後の洞周期，薬剤使用前の洞結節

回復時間が有意に大であった。接合部補充心抽出現群は対照群より，薬剤使用前，TAB後の洞結節回

復時聞が有意に大であった。

②　TABに対する薬剤使用前の洞周期変化率は接合部調律出現群，対照群において正常域と考えら

れ，接合部補充心抽出現群には交感神経緊張充進の傾向が示唆された。

③　TABに対する薬剤使用前の洞周期変化率とTABに対する薬剤使用前の洞結節回復時閻変化率と

の問には高い相関が認められた。

④　接合部調律は薬剤使用前およびアトロピン後の洞周期の大なる症例に出現率が有意に高かった。

＜考　察＞

　従来，洞不全症侯群はTAB後に決定される固有心抽数により，内因性と外因性に分類されている

が，自律神経の関与について詳細な検討はない。本研究では自律神経緊張度をTAB後に対する薬剤使

用前の洞周期変化率で示し，相対的な自律神経緊張度の変動をみた。

　TAB後に対する薬剤使用前の洞結節回復時間変化率はTAB後に対する薬剤使用前の洞周期変化率

と強い相関を示し，自律神経緊張の適切な指標と考えられた。

　アトロピソに対して，接合部自動能は洞結節より早期に反応するために，一時的に歩調とりとなる

ことにより接合部調律が出現するが，洞結節の機能低下により両者の脱分極頻度が近接するにした

がって接合部調律の出現頻度カミ増加する。一方，接合部補充心拍は，強度のoverdrive　suppresSi㎝に

対する交感神経緊張による代償作用と考えられるが，接合部自動能が洞結節より交感神経の影響を強

く受げることにより，洞結節より早期に回復心抽として出現するものと考えられた。以上の結果か

ら，接合部補充心拍と接合部調律は病態生理学的に発生機序が異なり，接合部調律より接合部補充心

抽出現の方が洞不全症侯群の重症度への関与が大きいことが示唆された。

審　　査　　の　　要　　旨

　ぺ一スメーカー植え込みの主要な対象である洞不全症侯群におげる接合部調律及び接合部補充心拍

の出現について，電気生理学的検査と薬理学的自律神経遮断による検討を行ない，洞周期変化率と洞

結節回復時問変化率の相関などから，それらの病態生理学的発生機序と本症侯群の重症度への関与を

示唆した点，臨床的に有用な知見で，きわめて価値の高い論文である。

　よって，著者は医学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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